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概 要

アソシエーション・スキームが有限群の一般化であると言われる

のは、thinなアソシエーション・スキームが本質的に有限群とみな
されるからである。この講演のテーマは、アソシエーション・スキー

ムのなかで、有限群の拡大を探すことである。有限群の拡大を見つ

けるための目印として、最近、有限群やホップ代数で発展があった

高次 Frobenius-Schur指標に注目する。
Higmanによって、Froubenius-Schur指標はアソシエーション・ス

キームの隣接代数へ拡張されている。これを利用して、高次Frobenius-
Schur指標を隣接代数に拡張した。さらに、正則指標に対する n次
Frobenius-Schur指標として、隣接代数の n次指標を定義する。一
般に、隣接代数の n次指標は有理数であることが分かる。n次指標
に対して、次のような予想を考えたい。

Conjecture 1. すべてのnに対して、n次指標が整数となるような
アソシエーション・スキームは有限群の拡大を繰り返して得られる。

この予想の逆が成り立たないような反例は見つかっている。あ

る条件を満たす可換なアソシエーション・スキームに対して、予想

が正しいことを紹介する。


